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約５週間の長かった夏休みが終わりました。１学期の終業式で、私が子供の時に嘘をつい

て母から言われた言葉について話しました。どんな言葉だったか覚えていますか。 「天、知る」

「地、知る」「我が知る」でした。自分のやるべきことを自分で考えて行動し、自分の心が痛く

ならず、いい気持ちで過ごすことができましたか。 

 

さて、今年の夏は、気温が私たちの体温に近い３５度、３６度にもなる危険な暑さが続き、熱

中症に注意を呼びかける報道が毎日行われていました。皆さん、体調を崩すことはありませ

んでしたか。 

夏休み中、部活動は、熱中症にならないよう美術部、卓球部は涼しい部屋の中で行ってい

ました。しかし、サッカー部、ソフトボール部、テニス部、バスケットボール部の練習は運動場や

体育館で行わなくてはならないので、猛暑の中、汗だくになりながら練習をしていました。見

ていて倒れたりしないのだろうかととても心配をしましたが、さすが日頃から体を鍛えている

こと、水分や塩分の補給、水や冷風による体の冷却、こまめな休憩など、先生方の万全な熱

中症対策のサポートにより、しっかり練習をやり遂げたことは素晴らしかったと思います。正し

い知識を得て、予防と対策をすることの大切さを学んだと思います。まだまだ暑い日が続きま

すので、引き続き体調の管理には気をつけてください。 

 

今日から２学期が始まりました。３年生は、進路決定に向けて就職活動の本番を迎

えます。自分の希望を実現できるよう、これまで以上に自分に厳しく強い気持ちを持

って一日一日を大切に過ごしてください。 

また２学期は、１年で一番長い学期です。学年毎に様々な行事や学習が計画されて

いますが、最大の行事は全校で取り組む体育祭です。1 か月以上にわたり、生徒会を

中心に準備や練習を進めていくため、通常の学校生活よりも多くの仲間と長い時間、

関わることになります。仲間との絆、先輩後輩の絆を強くする絶好の機会です。 

そこで皆さんに心がけてほしいことは「協同」です。辞書には「心を合わせ、力を

合わせ、助け合って仕事をすること」と書かれています。「同」という漢字が使われて

いますが、みんなが同じことをするのではありません。人はそれぞれ興味や関心、得

意なこと、苦手なこと、これまでの経験が違います。考えややり方が違うのは当たり

前です。大切なのは、違いを大事にすることです。仲間の良いところを見つけて互い

に認め合い、「協同」に取り組んでほしいと思います。 

２学期も皆さんの頑張る姿、笑顔、そして成長する姿をたくさん見るのを楽しみに

しています。いい２学期にしましょう。 

 

令和５年８月２８日 

 

福岡県立特別支援学校「福岡高等学園」  校長  中野 康子 


